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貴金属地金相場旬報
日　付 円相場金 銀Pt

―田中貴金属工業調べ―

主なニュース主なニュース主なニュース

　キクチ眼鏡専門学校の令和６年
度卒業式は、３月１９日、名古屋
市東区の同校で行われ、８人が晴
れて社会へと巣立った。

JJA が第７回理事会の
概要を報告（２面）

キクチ眼鏡専門学校で令和６
年度卒業式行われる（３面）

クロスフォー 国内堅調
で黒字化を達成（4 面）

　日本ジュエリー協会は、３月７
日に定例記者会見を開き、２月
２１日に行われた第７回理事会の
概要を報告した。

　㈱クロスフォーは３月１９日、
２０２５年７月期第２四半期決算
説明会をオンラインで開催し、山
口毅取締役より決算概要が述べら
れ、国内の売上高が堅調に推移し、
黒字化が達成されたとした。
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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７
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宝
石
と
の

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
財
務
省
の
「
貿
易
統
計
」
か

ら
、
24
年
ジ
ュ
エ
リ
ー
関
係
の

輸
入
お
よ
び
輸
出
状
況
を
ま
と

め
た
。

　
輸
入
額
は
６
８
０
５
億
円

（
前
年
比
16
・
０
％
増
）。
原
材

料
費
高
騰
、
円
安
な
ど
が
反
映

し
て
い
る
。
20
年
の
２
０
０
０

億
円
台
か
ら
拡
大
、
６
０
０
０

億
円
台
と
な
っ
た
。
貴
金
属
製

品
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
同

調
査
の
記
録
に
あ
る
05
年
以
降

最
大
の
輸
入
額
。

　
一
方
、
輸
出
額
は
１
６
１
１

億
円
（
前
年
比
40
・
７
％
減
）

と
急
落
。
22
年
（
１
６
５
３
億

円
）
と
ほ
ぼ
同
額
。
香
港
向
け

貴
金
属
製
品
、真
珠
が
大
幅
減
。

　
２
０
２
５
年
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
小
売
市
場
規

模
は
１
兆
２
０
７
０
億
円
（
前
年
比
６
・
８

％
増 

）
と 

予
測
し
て
い
る
。

　
販
売
チ
ャ
ネ
ル
別
で
は
百
貨
店
３
３
０
億

円
（
前
年
比
７
・
４
％
増
）、
専
門
店
６
０
３

７
億
円
（
８
・
３
％
増
）［
内
訳
は
チ
ェ
ー

ン
店
４
４
４
６
億
円
（
９
・
２
％
増
）・
単

独
店
１
５
９
１
億
円
（
５
・
８
％
増
）］、
量

販
店
９
１
２
億
円
（
３
・
１
％
増
）、
異
業
種

１
８
１
９
億
円
（
２
・
８
％
増
）
の
伸
び
。

　
異
業
種
は
通
販
１
２
３
０
億
円
（
４
・
４

％
増
）、そ
の
他
１
４
２
億
円
（
７
・
２
％
増
）

が
前
年
比
増
、
呉
服
２
１
１
億
円
（
４
・
５

％
減
）、
ア
パ
レ
ル
１
２
０
億
円
（
１
・
４
％

減
）、
訪
販
１
１
６
億
円
（
０
・
８
％
減
）
が

前
年
比
減
。

・
２
％
を
占
め
る
。

　
専
門
店
は
５
５
７
６
億
円
で

前
年
比
４
・
２
％
の
１
桁
増
。

20
年
（
４
４
８
０
億
円
）
を
除

き
08
年
か
ら
５
０
０
０
億
円
台

で
推
移
。
総
市
場
の
49
・
３
％

を
占
め
る
。
内
訳
は
チ
ェ
ー
ン

店
４
０
７
１
億
円
（
５
・
４
％

増
）、
単
独
店
１
５
０
４
億
円

（
１
・
２
％
増
）。

　
量
販
店
は
８
８
４
億
円
で
前

年
比
28
・
９
％
の
大
幅
増
。
21

年
の
26
・
５
％
増
を
上
回
る
伸

び
幅
で
８
０
０
億
円
台
は
初
。

22
年
か
ら
２
年
続
い
た
６
０
０

億
円
台
か
ら
拡
大
し
た
。

　
異
業
種
は
１
７
７
０
億
円
で

前
年
比
０
・
７
％
の
微
減
。
販

売
チ
ャ
ネ
ル
の
中
で
異
業
種
の

み
減
少
。
20
年
（
１
６
６
３
億

円
）
を
除
き
11
年
か
ら
１
７
０

０
億
円
台
で
推
移
し
て
い
る
。

　
内
訳
は
通
販
が
１
１
７
８
億

円（
２
・
２
％
増
）
で
異
業
種
の

66
・
６
％
を
占
め
る
。
そ
の
他

は
１
３
２
億
円（
０
・
４
％
増
）。

呉
服
（
８
・
１
％
減
）、
ア
パ
レ

ル
（
10
・
１
％
減
）、訪
販
（
３
・

２
％
減
）
は
前
年
比
減
。

円
で
前
年
比
16
・
３
％
の
２
桁

増
と
拡
大
し
た
。
同
調
査
の
記

録
に
あ
る
05
年
以
降
、
初
の
３

０
０
０
億
円
台
。
総
市
場
の
27

　
販
売
チ
ャ
ネ
ル
別
市
場
規
模

で
は
、
百
貨
店
は
３
０
７
６
億

　「
真
珠
ジ
ュ
エ
リ
ー
」は
１
３

６
７
億
円
で
前
年
比
４
・
４
％

減
。

　
数
量
ベ
ー
ス
も
７
・
９
％
減

と
な
り
、
製
品
別
で
唯
一
金

額
、
数
量
と
も
２
年
連
続
前
年

割
れ
。
金
額
は
21
年
か
ら
３
年

続
い
た
１
４
０
０
億
円
台
か
ら

１
３
０
０
億
円
台
へ
減
少
。
数

量
ベ
ー
ス
は
22
年
か
ら
３
・
２

％
減
、
４
・
６
％
減
、
７
・
９
％

減
と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
て

い
る
。

　「
地
金
ジ
ュ
エ
リ
ー
」は
２
４

９
４
億
円
で
前
年
比
18
・
９
％

増
。
金
額
は
同
調
査
の
記
録
に

あ
る
05
年
以
降
最
大
。
地
金
価

格
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
。
前
年

比
の
２
桁
増
は
21
年
（
28
・
０

％
増
）
と
24
年
の
み
。
数
量
ベ

ー
ス
は
２
・
２
％
増
で
前
年
と

同
率
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

小
売
市
場
は
地
金
価
格
高
騰
や

円
安
が
続
く
中
で
、
価
格
改
定

実
施
に
よ
る
売
り
上
げ
増
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
、
富
裕
層
の
順
調

な
消
費
な
ど
が
下
支
え
と
な

り
、
市
場
規
模
は
前
年
か
ら
拡

大
を
見
せ
た
。

　
一
方
で
物
価
高
騰
や
実
質
賃

金
の
伸
び
悩
み
、
異
常
気
象
な

ど
消
費
マ
イ
ン
ド
の
下
押
し
要

因
も
あ
り
、
原
材
料
費
高
騰
、

諸
経
費
増
を
は
じ
め
と
す
る
足

元
の
厳
し
さ
は
続
い
て
い
る
。

　「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ジ
ュ
エ
リ

ー
」
は
５
３
５
６
億
円
で
前
年

比
８
・
２
％
増
。
５
０
０
０
億

円
台
は
07
年（
５
９
２
１
億
円
）

以
来
17
年
ぶ
り
。８
・
２
％
増
は

同
調
査
の
記
録
に
あ
る
05
年
以

降
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
を
見

せ
た
21
年（
12
・
０
％
増
）に
次

ぐ
プ
ラ
ス
幅
。
数
量
ベ
ー
ス
は

０
・
５
％
減
と
伸
び
な
か
っ
た
。

　「
色
石
ジ
ュ
エ
リ
ー
」は
２
０

８
９
億
円
で
前
年
比
５
・
３
％

増
。
２
０
０
０
億
円
台
は
08
年

（
２
３
０
４
億
円
）
以
来
16
年

ぶ
り
。
前
年
比
は
22
年
か
ら
４

・
１
％
増
、３
・
６
％
増
、５
・
３

％
増
と
小
幅
増
が
続
い
て
い

る
。し
か
し
、数
量
ベ
ー
ス
は
２

・
５
％
減
と
な
り
、
21
年
か
ら

続
く
前
年
比
増
が
途
切
れ
た
。
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1兆1,306億円 製品別シェア

18.5%

色 石
ジュエリー

2,089億円
ジュエリー
地 金

22.0%

2,494億円

47.4%製品別シェア

※四捨五入などにより合計数値と内訳の集計値が一致しない項目があります。
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※四捨五入などにより合計数値と内訳の集計値が一致しない項目があります。
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　日本ジュエリー協会（長堀
慶太会長）は、このほど公表
した資料で２０２４年（暦年）
のジュエリー小売市場規模を
１兆１３０６億円と推計した。
２２年から３年連続の１兆円超

えで、１兆１０００億円台に乗
った。前年比では金額が８・１
％増で、数量は１・３％の微減
だった（データ：㈱矢野経済研
究所）。
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【サスティナブルな取組みに関する方針】
　一般社団法人日本ジュエリー協会が提
言する「サスティナブルな取組み」とは、
CIBJO（国際貴金属宝飾品連盟）の「責
任ある調達に関する指針」にて明記され
ているように、世界的な潮流としての取
り組みであり、調達から販売までの手続
きを各事業者の事業範囲において可能な
限り実践していくための指針として示す
ことにより、消費者信頼の維持・向上お
よび業界全体の持続的な発展に寄与して
いくことを目指しているものです。
【各事業者のサスティナブルな取組み】
　❶宝石、貴金属の原材料の調達
　ジュエリーの原材料である宝石と貴金
属およびその合金を各事業者がそれぞれ
の事業範囲において、紛争および不正な
労働環境に加担しないサスティナブルな
取組みにて調達していくことを、当協会
は推奨しています。
　＜関連制度等＞
　「キンバリー・プロセス証明制度」
　紛争ダイヤモンドではないことを証明
する制度で、ダイヤモンド原石の輸出に
は、不正に開封できない容器を使用し、
当制度に参加している国に対してのみ許
可され、原産地証明書の添付のない原石
は参加国に持ち込めないようになってい
る制度。
　「システム・オブ・ワランティ制度」
　ダイヤモンド業界での自主規制とし
て、キンバリー・プロセス参加国すべて
が支持する制度であり、研磨済みダイヤ
モンドの納品時のインボイスに「紛争へ
の資金提供に関与しない供給源より購入
された」との宣誓文の記載が義務付けら
れている制度。
　「貴金属素材の調達」
　LBMA（ロンドン貴金属市場協会）、
LPPM（ロンドン・プラチナ・パラジウ
ム市場）等から認証を受け、サスティナ
ブルな取組みを実践している調達先から
の調達。
　❷人権尊重への取組みと労働環境の整
備・促進
　調達先との関係を含めて、各事業者は
人権尊重への取組みと労働基準法に基づ
いて、すべての労働者の権利を保護し、
安全・安心な労働環境を整備・推進する
ことを、当協会は推奨します。
　＜関連制度等＞
　「人権デュー・ディリジェンス（適正
評価対処義務）」
　調達先を含めた、自社の業務に関わる
人たちの人権侵害等を見極め、その人権
侵害等が特定された場合には適切に対処
することが求められる。
　「労働基準法」
　労働基準法は労働契約や賃金、労働時
間や休日・休息・有給休暇など、労働者
を守るための最低限の労働条件の基準を
定めた法律で、企業は労働条件に関する
最低限のルールとして守らなければなら
ない。
　❸顧客・取引先とのサスティナブルな
取引

　顧客・取引先との関係を本人確認書類、
取引基本契約書等により明確化し、通常
とは異なる、または疑わしい取引の見極
めを、各事業者の事業範囲において対応
していくための仕組みづくりを、当協会
は推奨しています。
　＜関連制度等＞
　「犯罪収益移転防止法（犯収法）」
　宝石・貴金属の取引は、マネー・ロー
ンダリングやテロ資金供与等の有効な手
段となり得ることから、宝石・貴金属を
取り扱う業者は犯収法の規制の対象事業
者となっており、法令上の下記義務が課
されている。
　・取引時（200 万円超の現金取引等）
の本人・職業等の確認・確認記録・取引
記録の作成および 7 年間の保存・行政庁
への疑わしい取引の届出
・取引確認等を的確に行うための社内管
理体制の構築
　「基本取引契約書」
　継続取引を前提とした契約書の取り交
わしによる、取引条件等の明確化
　❹商品情報やサービス内容の正確な表
示と開示並びに販売者責任の明確化
　各事業者は販売先に対し、商品情報お
よびサービス内容について正確な表示と
開示を行い、さらに、一般消費者に対し
ては、販売者責任の明確化のための「販
売証明書」の発行を、当協会は推奨して
います。
　＜関連制度等＞
　「宝石もしくは装飾用に供される物質
の定義および命名法」
　（一社）宝石鑑別団体協議会と（一社）
日本ジュエリー協会が消費者利益の観点
に立って、宝石もしくは装飾用に供され
る物質に対しての業界の健全な発展のた
めの情報開示の基本ルールとして発行。
　「真珠の定義および命名法に関する規
定」
　（一社）宝石鑑別団体協議会と（一社）
日本ジュエリー協会が天然真珠と養殖真
珠を分類し、それぞれの定義および命名
法に関する規定を定めて発行。
　ジュエリーおよび貴金属製品の素材等
の表示規定」
　（一社）日本ジュエリー協会が一般消
費者に対して、ジュエリーを購入するに
あたって合理的な商品選択ができるよ
う、的確な情報伝達を目的に、貴金属素
材等の表示法を定めて発行。
　「景品表示法」
　商品やサービスが実際より優れている
と偽った宣伝および競争業者よりあたか
も優れているかのように偽って宣伝する

「優良誤認表示」、さらに、取引条件が実
際より有利であると偽って宣伝したり、
競争業者より著しく安いかのように宣伝
したりする「有利誤認表示」は、故意に
表示する場合だけでなく、誤って表示し
た場合にも「景品表示法」の規制の対象
となる。
　「販売証明書」
　消費者に対して、販売者責任を明確化
するために発行すべき証書。
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員
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
総
務
委
員
会
で
検
討
後
リ
ー

ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
作
成
し

た
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
取
組

み
」ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、

配
布
資
料
に
基
づ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
公
開

す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
下
表
を

参
照
）。

　
第
３
四
半
期
財
務
報
告
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
第
３
四
半

期
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
受

験
料
収
入
の
増
加
と
テ
キ
ス
ト

等
の
売
上
好
調
お
よ
び
、
経
常

費
用
の
発
生
時
期
の
ず
れ
や
コ

ス
ト
の
減
少
に
よ
り
、
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
、
予
算
額
よ
り
は
増

額
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
年
度

の
収
支
計
算
書
予
想
額
で
は
、

技
能
者
育
成
支
援
事
業
の
地
金

売
却
収
入
増
加
に
よ
る
、
事
業

収
益
の
増
加
と
、
事
業
費
の
コ

ス
ト
減
少
分
で
、
赤
字
幅
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
、
当
初
の
マ
イ

ナ
ス
決
算
予
想
か
ら
今
年
度
の

当
期
経
常
増
減
額
は
、
プ
ラ
ス

の
予
想
と
な
る
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　
３
月
13
日
（
木
）
に
全
国
８

会
場
（
札
幌
、
仙
台
、
東
京
、

甲
府
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、

福
岡
）
で
実
施
さ
れ
る
Ｊ
Ｃ
検

定
試
験
へ
の
申
し
込
み
が
前
年

比
64
人
増
の
９
７
２
人
と
な
っ

た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
店
舗
の
店
長
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
ク
ラ
ス
を
対
象
に
、
２
時
間

の
講
義
を
全
５
回W

eb

講
座

で
Ｊ
Ｃ
接
客
技
術
養
成
ス
ク
ー

ル
２
０
２
５
の
開
催
で
、
全
５

回
分
の
受
講
料
を
Ｊ
Ｃ
資
格
者

は
２
万
５
０
０
０
円
（
税
込
）、

一
般
参
加
者
10
万
円
（
税
込
）

と
す
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
長

堀
慶
太
会
長
）
は
、
３
月
７
日

に
定
例
記
者
会
見
を
開
き
、
２

―
―
現
在
在
籍
し
て
い
る
お
店

の
紹
介
と
、
ご
自
身
の
仕
事
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
現
在
、
東
急
百
貨
店
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
店
の
店
舗
で
働
い
て

お
り
ま
し
て
、
店
長
と
し
て
勤

務
を
し
て
お
り
ま
す
。
仕
事
の

内
容
と
し
て
は
、
店
舗
の
運
営

と
部
下
の
育
成
・
教
育
で
す
」

―
―
仕
事
で
大
変
な
部
分
は
あ

り
ま
す
か
。

　「
一
番
は
教
育
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
今
の
メ
ン
バ
ー
が
私
を

入
れ
て
４
人
な
の
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
、
少
し
苦
手
な

部
分
、
そ
し
て
接
客
の
ス
タ
イ

ル
も
全
然
違
い
ま
す
。
個
々
に

合
っ
た
教
え
方
が
ま
だ
で
き
て

お
ら
ず
、
そ
の
部
分
が
大
変
だ

と
感
じ
ま
す
。
店
長
に
な
っ
て

３
年
目
で
す
が
、
今
ま
で
や
っ

て
こ
な
か
っ
た
部
分
で
は
あ
る

の
で
、
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
」

―
―
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
上

で
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
（
以
下
、
Ｊ
Ｃ
）
の
資

格
取
得
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
私
た
ち
の
会
社
で
は
キ
ャ

リ
ア
を
積
む
と
な
っ
た
と
き

に
、
Ｊ
Ｃ
の
３
級
を
取
得
す
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
自
分
が
ま
だ
店
長
に
就
任

前
の
販
売
ス
タ
ッ
フ
の
と
き

に
、
店
長
に
な
り
た
い
と
思
い

は
じ
め
た
時
、
Ｊ
Ｃ
資
格
の
取

得
が
必
須
だ
と
感
じ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
あ
と
は
、
お
客

さ
ま
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
ト

ー
ク
の
質
の
意
識
が
足
り
て
い

な
い
と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ジ
ュ
エ
リ
ー

は
他
の
お
買
い
物
に
比
べ
る
と

高
価
な
も
の
が
多
い
と
思
う
の

で
、
背
中
を
押
し
て
あ
げ
る
に

は
、
知
識
も
必
要
だ
と
考
え
、

検
定
を
受
け
よ
う
と
決
め
ま
し

た
」

―
―
店
長
に
な
ら
れ
る
前
に
受

検
を
決
め
た
ん
で
す
ね
。

　「
そ
う
で
す
ね
。
店
長
に
な

り
た
い
と
い
う
の
も
ず
っ
と
思

っ
て
い
て
、
入
社
し
た
と
き
に

テ
キ
ス
ト
自
体
は
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
１
年
目
は
目
の
前
の

接
客
等
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

２
、３
年
目
く
ら
い
で
少
し
ず

つ
余
裕
が
出
て
き
た
の
で
、
取

得
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

―
―
で
は
、
受
検
に
あ
た
り
ど

の
よ
う
な
勉
強
を
さ
れ
ま
し
た

か
。

　「
ま
ず
は
テ
キ
ス
ト
を
最
初

か
ら
見
て
〝
こ
れ
は
覚
え
て
お

い
た
ほ
う
が
い
い
な
〟
と
い
う

重
点
項
目
や
単
語
、
意
味
を
ノ

ー
ト
に
写
し
て
、
暗
記
用
の
赤

シ
ー
ト
を
使
っ
て
覚
え
ま
し

た
。
あ
と
は
、
読
ん
で
い
て
分

か
ら
な
い
こ
と
は
調
べ
て
、
理

解
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
過
去
問
を
解
い
て
、
間

違
え
る
部
分
を
テ
キ
ス
ト
で
見

直
す
勉
強
も
し
ま
し
た
」

―
―
勉
強
は
大
変
で
し
た
か
。

　「
久
し
ぶ
り
に
テ
キ
ス
ト
と

ノ
ー
ト
で
、
と
い
う
の
は
大
変

で
し
た
。
た
だ
、
自
分
の
好
き

な
分
野
の
勉
強
を
し
て
い
る
の

で
、
ち
ゃ
ん
と
知
識
と
し
て
入

っ
て
い
く
の
が
楽
し
か
っ
た
で

す
」

―
―
で
は
、
資
格
取
得
に
あ
た

り
、
会
社
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
制
度
等
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　「
３
級
は
受
検
料
と
登
録
料

を
負
担
し
て
も
ら
え
る
の
で
、

気
兼
ね
な
く
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」

―
―
資
格
を
取
得
し
て
役
に
立

っ
た
部
分
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
歴
史
か
ら
、

作
る
工
程
と
か
似
合
う
ジ
ュ
エ

リ
ー
な
ど
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
全
般

の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。
な
の

で
、
接
客
を
し
て
い
て
、
全
て

を
ひ
け
ら
か
す
わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
お
客
さ
ま
に
訊
か
れ

た
こ
と
で
、『
テ
キ
ス
ト
で
出

て
き
た
こ
と
だ
！
』
と
思
う
部

分
も
あ
り
ま
し
た
。
接
客
の
ト

ー
ク
と
い
う
と
こ
ろ
で
生
き
た

か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

最
後
の
ペ
ー
ジ
に
『
丸
顔
の
人

は
こ
の
よ
う
な
ピ
ア
ス
が
似
合

っ
て
』
と
い
っ
た
記
載
が
あ
っ

て
、
使
う
機
会
が
多
く
、
お
客

さ
ま
に
伝
え
る
と
よ
り
納
得
し

て
い
た
だ
け
て
い
る
気
が
し
ま

す
」

―
―
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
比
較
的
高

い
買
い
物
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ト
ー
ク
の

質
で
意
識
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト

等
は
あ
り
ま
す
か
。

　「
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
い
う
の
は
、

何
か
し
ら
の
購
買
背
景
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ご
褒
美
も
そ
う
で
す
し
、
お
誕

生
日
や
結
婚
記
念
な
ど
、
背
景

に
か
ら
め
て
、商
品
の
魅
力
や
、

似
合
う
か
な
と
い
っ
た
、
色
ん

な
不
安
を
拭
え
る
よ
う
に
、
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま

す
。

　
質
を
重
視
し
て
い
る
方
に
は

質
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
言
葉
、
デ
ザ
イ
ン
や
ど
う

見
ら
れ
る
か
を
意
識
し
て
い
る

方
に
は
、
見
た
目
を
お
す
す
め

す
る
こ
と
が
重
要
か
な
と
思
い

ま
す
」

―
―
次
に
、
今
後
２
級
や
１
級

と
い
っ
た
上
の
資
格
を
目
指
す

お
気
持
ち
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　「
そ
う
で
す
ね
。
ジ
ュ
エ
リ

ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
、

店
長
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
た
く

さ
ん
お
客
さ
ま
に
ご
案
内
し
た

り
、
教
え
る
立
場
で
も
あ
る
た

め
、
知
識
が
必
要
不
可
欠
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
２
級

か
ら
挑
戦
し
て
い
き
た
い
気
持

ち
は
す
ご
く
あ
り
ま
す
」

―
―
こ
れ
か
ら
資
格
取
得
を
目

指
す
方
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　「
３
級
は
本
当
に
幅
広
く
ジ

ュ
エ
リ
ー
全
般
の
知
識
を
学
べ

る
と
思
う
の
で
、
勉
強
自
体
は

大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
接
客
の
と
き
な
ど
、
絶
対

に
自
分
に
生
き
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
同
業
で
な
い
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
が
好
き
な
方
も
、
自
分
自

身
が
購
入
に
あ
た
っ
て
知
識
を

得
て
お
く
と
、
正
し
い
情
報
で

よ
り
良
い
購
入
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
で
は
続
い
て
、
熊
倉
さ
ん

は
Ｊ
Ｊ
Ｆ
２
０
２
４
で
開
催
さ

れ
た
第
８
回
Ｊ
Ｃ
接
客
コ
ン
テ

ス
ト
の
優
勝
者
で
、
か
つ
、
株

式
会
社
サ
ダ
マ
ツ
様
は
同
コ
ン

テ
ス
ト
に
お
い
て
４
年
連
続
で

優
勝
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
む
け
て
何
か
準

備
は
し
ま
し
た
か
。

　「
自
分
自
身
が
そ
も
そ
も
人

前
に
立
つ
の
が
苦
手
で
、
店
長

会
で
前
で
喋
る
の
も
手
が
震
え

た
り
、
本
当
に
苦
手
な
タ
イ
プ

で
す
。
ま
さ
か
自
分
が
フ
ァ
イ

ナ
ル
に
、
と
驚
き
ま
し
た
が
、

お
客
さ
ま
や
教
育
グ
ル
ー
プ
の

社
員
の
方
、
前
回
優
勝
し
た
方

か
ら
は
『
普
段
通
り
の
接
客
の

姿
を
出
せ
た
ら
い
い
よ
』
と
言

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
準
備

に
あ
た
っ
て
、
お
客
さ
ま
が
ど

ん
な
こ
と
を
訊
か
れ
る
の
か
、

ど
う
い
う
悩
み
、
選
び
方
で
と

い
う
条
件
は
あ
っ
て
も
、
実
際

ど
う
な
る
か
が
分
か
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
質
問
が
来
て
も
返

せ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ

る
質
問
に
対
し
て
落
ち
着
い
て

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
想
定
質

問
を
多
く
用
意
し
ま
し
た
。
お

店
の
メ
ン
バ
ー
に
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
、
お
客
さ
ま
が
言
い
そ

う
な
質
問
を
出
し
な
が
ら
、
困

ら
な
い
よ
う
に
準
備
し
ま
し

た
。

　
あ
と
は
、
よ
く
訊
か
れ
そ
う

な
質
問
へ
の
返
答
も
そ
う
で
す

し
、
３
級
の
テ
キ
ス
ト
を
振
り

返
っ
て
訊
か
れ
そ
う
な
部
分
を

確
認
し
た
り
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ

ュ
エ
リ
ー
と
い
う
顔
の
形
に
よ

っ
て
似
合
う
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど

を
専
門
に
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た

の
で
、
今
一
度
見
返
し
た
と
思

い
ま
す
。

　
い
つ
も
通
り
の
接
客
と
言
っ

て
も
、身
構
え
て
し
ま
う
の
で
、

コ
ン
テ
ス
ト
当
日
も
悔
い
は
な

い
と
い
う
く
ら
い
、
ひ
た
す
ら

練
習
に
付
き
合
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
電
車
で
も
想
定
質
問
に
対

す
る
答
え
を
聴
い
た
り
、
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち
勝
て
る
よ
う

に
し
ま
し
た
」

―
―
自
分
の
普
段
通
り
と
い
わ

れ
て
も
、
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　「
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
当

店
の
お
客
さ
ま
は
、
地
域
密
着

型
と
い
う
か
、
来
店
頻
度
が
高

く
て
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
店
と
聞
く

と
、
エ
レ
ガ
ン
ト
な
方
に
対
し

て
の
接
客
を
想
像
さ
れ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
も
ら
え
る
お
店
作
り
と
い

う
の
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
強

み
は
何
だ
ろ
う
と
振
り
返
る

と
、
楽
し
ま
せ
る
、
ご
来
店
か

ら
選
ぶ
時
間
ま
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
を
コ
ン
テ
ス
ト
で
も

意
識
し
て
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
以
外

の
部
分
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」

―
―
お
店
に
よ
っ
て
お
客
さ
ま

の
層
や
雰
囲
気
が
全
然
違
う
中

で
、
そ
の
経
験
が
生
き
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

　「
日
々
の
ご
来
店
さ
れ
る
お

客
さ
ま
に
あ
り
が
た
い
な
と
感

謝
し
つ
つ
、
当
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

―
―
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
さ
れ

た
時
の
お
気
持
ち
は
ど
う
で
し

た
か
。

　「
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
過
程
は

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
か
っ
た

で
す
。
４
連
覇
が
か
か
っ
て
い

て
、
周
り
の
方
々
は
す
ご
く
優

し
く
て
、
結
果
じ
ゃ
な
い
と
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
う
は
言
っ
て
も
と
い

う
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
前
日

ま
で
は
母
に
ど
う
し
よ
う
、
と

連
絡
を
取
っ
た
り
す
る
ほ
ど
緊

張
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

当
日
に
な
る
と
〝
な
る
よ
う
に

な
れ
〟
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

て
、
朝
に
教
育
グ
ル
ー
プ
の

方
々
と
話
す
場
面
で
、
ラ
フ
な

気
持
ち
で
楽
し
く
話
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
方
と

も
、『
緊
張
し
ま
す
ね
』
と
話

し
な
が
ら
落
ち
着
い
て
楽
し
め

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
や
っ

た
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た
の
で

気
持
ち
を
楽
に
臨
め
ま
し
た

し
、
出
て
み
た
ら
、
社
員
の

方
々
が
揃
い
の
ピ
ン
ク
の
シ
ャ

ツ
で
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

て
。サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
っ
た
の
で
、

緊
張
が
解
け
ま
し
た
。
演
技
中

は
い
つ
も
の
自
分
の
接
客
が
で

き
て
、
安
心
し
て
号
泣
し
て
し

ま
っ
た
の
で

す
が
、
楽
し

か
っ
た
と
い

う
の
が
一
番

の
感
想
で
し

た
。
色
ん
な

方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い

て
こ
そ
の
当
日
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
」

―
―
演
技
を
拝
見
し
て
い
た
の

で
す
が
、
と
て
も
人
前
に
出
る

の
が
苦
手
と
は
思
え
な
い
く
ら

い
、
楽
し
そ
う
な
接
客
の
イ
メ

ー
ジ
で
し
た
。

　「
接
客
だ
っ
た
ら
、
人
前
で

も
堂
々
と
で
き
る
と
い
う
の
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

店
長
会
な
ど
の
機
会
で
も
準
備

す
れ
ば
大
丈
夫
か
も
し
れ
な

い
、
と
少
し
自
信
に
も
つ
な
が

っ
た
気
が
す
る
の
で
、
い
い
経

験
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
―
コ
ン
テ
ス
ト
に
優
勝
さ
れ

て
か
ら
何
か
反
響
が
あ
り
ま
し

た
か
。

　「
色
ん
な
方
に
お
め
で
と
う

と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
自
分
自
身
と
し
て
は
、
会

社
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
提

案
型
の
接
客
だ
っ
た
り
、
お
客

さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
ベ
ー
ス
に
あ
っ
て
、
そ
こ

で
当
店
で
得
た
感
覚
な
ど
、
総

合
し
て
自
分
の
接
客
レ
ベ
ル
を

認
め
て
も
ら
え
た
気
が
し
て
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
教
え
る
立
場
に
も
な
っ
て
い

る
の
で
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
は
〝
間
違
い
じ
ゃ
な
か
っ

た
な
〟
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

て
、自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
接
客
し
て
い
く
中
で

コ
ン
テ
ス
ト
の
存
在
は
知
っ
て

い
る
方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
て

い
る
の
に
こ
う
い
う
接
客
か
、

と
思
わ
れ
て
し
ま
う
の
は
悔
し

い
で
す
。
よ
り
自
分
の
接
客
の

レ
ベ
ル
が
そ
の
称
号
に
達
し
て

い
る
の
か
見
つ
め
直
す
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
と
は
、
顧
客
さ
ま
向
け
に

作
っ
て
い
る
、
お
礼
や
イ
ベ
ン

ト
開
催
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の

ご
案
内
の
お
手
紙
に
優
勝
し
た

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
会
い
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ま
が
い

て
、
お
め
で
と
う
や
、
さ
す
が

だ
ね
と
い
う
こ
と
お
言
葉
、
中

に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
下
さ

っ
た
方
も
い
て
。
そ
れ
が
す
ご

く
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

新
社
長
に
千
賀
英
輝
氏

　
㈱
ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
３
月
25
日
（
火
）
に
株
主

総
会
を
行
い
、
組
織
体
制
の
変

更
を
決
め
た
。

　
今
後
の
方
針
そ
の
他
に
つ
い

て
で
は
、 

組
織
体
制
の
刷
新
を

ま
ず
図
る
こ
と
と
し
、
具
体
的

な
方
針
そ
の
他
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
の
内
容
（
結
束
強
化
、

Ｄ
Ｘ
推
進
、会
員
増
強
）を
踏
襲

し
な
が
ら
新
た
な
施
策
も
今
後

の
な
か
で
随
時
発
信
し
取
り
組

ん
で
い
く
―
―
と
し
て
い
る
。

　
４
月
１
日
か
ら
の
組
織
体
制

は
次
の
と
お
り
。

　
◆
代
表
取
締
役
社
長
＝
千
賀

英
輝 

　
◆
常
務
取
締
役
＝
酒
井
暢

也
、
栄
憲
治 

　
◆
常
務
取
締
役
兼
営
業
本
部

長
＝
五
十
嵐
友
実 

　
◆
取
締
役
＝
西
村
久
、
江
藤

晃
輔
、
山
本
貴
之 

　
◆
監
査
役
＝
清
田
祐
一 

　
◆
相
談
役
＝
中
澤
実
仟
盛 

　
◆
顧 

問
＝
菅
田
茂 

　
中
澤
実
仟
盛
（
代
表
取
締
役

社
長
）、
菅
田
茂
（
取
締
役
会

長
）、
新
美
利
治
（
常
務
取
締

役
）、 

佐
藤
功
一
（
常
務
取
締

役
）、
内
田
知
道
（
常
務
取
締

役
兼
営
業
本
部
長
）
は
任
期
満

了
に
つ
き
退
任
。 

ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ
Ｊ
組
織
体
制
変
更

Ｊ
Ｊ
Ａ
第
７
回
理
事
会
の
概
要
報
告

個人・法人正会員１４社の新規入会を承認

サスティナブルな取組ガイドライン公開

今年度の当期経常増減額はプラス予想に

ＪＣ検定試験申し込み前年比増の９７２人

資
格
取
得
者 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｊ
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｊ
Ｃ
資
格
取
得
者 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

資
格
取
得
者 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

３級熊倉由梨さん 株式会社サダマツ勤務
東急百貨店たまプラーザ店 店長接

客
ト
ー
ク
に
自
信 

 

お
客
様
の
購
買
背
景
考
え

接
客
Ｃ
優
勝 

 
想
定
問
題
集
で
万
全
の
準
備

第８回

ＪＣ資格を取得して
　　私はこう変わりました
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１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
黙
々
と
ボ

ー
ル
を
打
っ
て
い
る
ア
マ
チ
ュ

ア
を
よ
く
み
か
け
ま
す
。

　
そ
の
昔
は
、「
上
手
く
な
り

た
か
っ
た
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

一
杯
分
の
ボ
ー
ル
を
打
て
」
と

い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
せ
い

か
、
打
っ
た
ボ
ー
ル
の
数
が
上

達
に
比
例
す
る
と
盲
目
的
に
信

じ
込
ん
で
、
ひ
た
す
ら
ポ
ン
ポ

ン
と
打
ち
続
け
て
い
る
ゴ
ル
フ

ァ
ー
も
い
ま
す
。

　
た
だ
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と

ば
か
り
に
夢
中
に
な
る
と
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
が
ル
ー
ズ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
す
る
と
１
打
ず
つ
ボ
ー
ル
を

打
ち
出
す
方
向
を
チ
ェ
ッ
ク
し

な
け
れ
ば
、
飛
ん
で
い
っ
た
ボ

ー
ル
の
行
方
さ
え
も
確
認
し
な

い
―
―
。
シ
ョ
ッ
ト
マ
シ
ン
さ

な
が
ら
の
練
習
に
満
足
し
て
い

る
よ
う
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
望
め
ま

せ
ん
。

練
習
場
で
は
打
ち
出
す

方
向
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　「
狙
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ボ

ー
ル
が
飛
ん
だ
」
と
目
が
喜
ぶ

の
が
ゴ
ル
フ
場
で
あ
り
、「
イ

メ
ー
ジ
し
た
弾
道
で
ボ
ー
ル
が

飛
ん
だ
」
と
体
が
喜
ぶ
の
が
練

習
場
な
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
コ
ー
ス

に
出
て
ナ
イ
ス
シ
ョ

ッ
ト
す
る
た
め
に
、

練
習
場
で
は
再
現
性

の
高
い
シ
ョ
ッ
ト
を

身
に
付
け
る
こ
と
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
球
１
球
、
し
っ

か
り
ゴ
ル
フ
場
で
プ

レ
ー
し
て
い
る
心
積

も
り
で
練
習
場
で
も

ボ
ー
ル
を
真
剣
に
打

つ
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。

　
練
習
場
で
の
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
の
仕
方

は
、
安
直
で
す
が
練

習
マ
ッ
ト
の
四
隅
や

セ
ン
タ
ー
の
白
い
線

が
目
安
に
な
り
、
同

じ
練
習
場
に
通
い
詰

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
も
っ
と
も
ゴ
ル
フ
場
の
フ
ェ

ア
ウ
エ
ー
に
立
て
ば
、
練
習
マ

ッ
ト
の
白
い
線
の
よ
う
な
都
合

の
い
い
目
安
は
な
く
、
ど
う
ス

タ
ン
ス
を
決
め
た
ら
い
い
の
か

と
戸
惑
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

出
て
き
ま
す
。

　
そ
の
迷
い
が
ミ
ス
を
招
き
、

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
更
新
を
阻
む
大

き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ボ
ー
ル
の
先
50
セ

ン
チ
に
ラ
ン
ダ
ム
に
も
う
１
個

の
ボ
ー
ル
を
置
い
て
、
そ
の
方

向
に
打
ち
出
す
練
習
を
す
る
と

い
い
で
し
ょ
う
。

　
ボ
ー
ル
は
マ
ッ
ト
中
心
の
白

い
線
か
ら
ず
ら
し
て
50
㌢
先
に

置
い
た
り
す
れ
ば
、
マ
ッ
ト
の

四
隅
が
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
役
に

立
た
な
い
こ
と
を
体
が
感
じ
取

り
ま
す
。

　
同
時
に
コ
ー
ス
ラ
ウ
ン
ド
で

の
目
安
を
自
分
な
り
に
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
、
実
戦
を
考
慮

し
て
の
練
習
と
な
っ
て
上
達
に

大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

　
練
習
場
で
は
練
習
マ
ッ
ト
の

白
い
線
ば
か
り
じ
っ
と
見
ち
ゃ

ダ
メ
で
す
よ
。

ボールの先５０㌢にもう１球置く
め
る
う
ち
に
体
も
目
も
自
然
と

慣
れ
き
っ
て
し
ま
う
。

　
す
る
と
ど
の
方
向
に
打
つ
と

い
う
目
標
設
定
ま
で
い
い
加
減

大谷翔平や松山英樹と
共通の上昇スピリッツ

　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
は
天

賦
の
才
ば
か
り
で
な
く
、
自

ら
を
高
み
に
引
き
上
げ
る
考

え
る
力
を
備
え
て
い
る
。

　
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
二
刀
流
、

大
谷
翔
平
は
「
目
標
達
成
シ

ー
ト
」
が
有
名
だ
。

　
高
校
１
年
生
の
時
に
「
ド

ラ
１
　
８
球
団
指
名
」
を
目

標
の
中
心
に
置
き
、
達
成
す

る
た
め
の
８
ポ
イ
ン
ト
（
①

体
つ
く
り
②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

③
キ
レ
④
ス
ピ
ー
ド
１
６
０

㌔
⑤
変
化
球
⑥
メ
ン
タ
ル
⑦

人
間
性
⑧
運
）
を
明
記
。
そ

の
８
ポ
イ
ン
ト
を
さ
ら
に
細

分
化
し
て
８
項
目
を
書
き
込

み
、
シ
ー
ト
は
曼
荼
羅
模
様

の
81
マ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
大
谷
は
高
校
３
年
生

時
に
「
人
生
設
計
シ
ー
ト
」

を
つ
く
り
、
現
役
時
代
の
18

歳
か
ら
引
退
す
る
40
歳
ま
で

の
目
標
を
作
り
、
引
退
後
か

ら
70
歳
以
降
の
プ
ラ
ン
ま
で

あ
る
。
そ
れ
に
沿
っ
て
今
も

着
実
に
歩
み
を
進
め
て
お

り
、
メ
ジ
ャ
ー
で
２
度
の
Ｍ

Ｖ
Ｐ
獲
得
、
ワ
ー
ル
ド
シ
リ

ー
ズ
制
覇
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
代

表
Ｍ
Ｖ
Ｐ
も
ク
リ
ア
し
た
の

だ
。

　
ゴ
ル
フ
で
は
松
山
英
樹
も

同
じ
だ
。
今
季
の
開
幕
戦
を

制
し
て
米
11
勝
を
マ
ー
ク

し
、
メ
ジ
ャ
ー
の
マ
ス
タ
ー

ズ
も
ア
ジ
ア
勢
で
初
め
て
勝

っ
た
。

　
１
月
に
「
ま
だ
自
分
の
目

標
に
は
達
し
て
い
な
い
。
話

す
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
自

分
の
中
の
ゴ
ー
ル
が
あ
る
」

と
語
り
、
メ
ジ
ャ
ー
残
り
３

大
会
の
勝
利
や
米
ツ
ア
ー
年

間
王
者
タ
イ
ト
ル
取
り
の
プ

ラ
ン
が
視
野
に
入
る
。

　
松
山
が
す
ご
い
の
は
、
関

係
者
に
よ
る
と
自
分
の
ス
イ

ン
グ
を
テ
イ
ク
バ
ッ
ク
始
動

か
ら
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ま
で
１

０
０
分
割
し
て
、
１
コ
マ
１

コ
マ
を
解
説
で
き
る
こ
と
だ

と
い
う
。
だ
か
ら
不
振
に
な

っ
た
と
き
の
修
正
力
の
高
さ

に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

だ
。

　
そ
し
て
今
年
９
月
に
34
年

ぶ
り
の
東
京
開
催
と
な
る
世

界
陸
上
で
も
考
え
る
力
を
備

え
た
ア
ス
リ
ー
ト
が
い
る
。

　
日
本
女
子
中
距
離
界
エ
ー

ス
で
あ
り
、「
チ
ー
ム
セ
イ

コ
ー
」入
り
の
田
中
希
実
だ
。

 

「
ト
ラ
ッ
ク
競
技
は
ア
フ
リ

カ
勢
に
か
な
わ
な
い
」「
距

離
が
短
く
な
れ
ば
日
本
選
手

が
世
界
で
戦
う
の
は
難
し

い
」「
日
本
選
手
に
入
賞
も

難
し
い
」
と
い
わ
れ
て
き
た

“
常
識
”
を
、
こ
れ
ま
で
何

度
も
覆
し
て
き
た
。

　
２
０
２
１
年
東
京
五
輪
女

子
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
は

日
本
記
録
３
分
59
秒
19
と
４

分
を
初
め
て
切
っ
て
８
位
入

賞
。
24
年
パ
リ
五
輪
は
入
賞

こ
そ
逃
し
て
11
位
に
終
わ
っ

た
が
３
年
ぶ
り
に
４
分
切
り

の
３
分
59
秒
19
の
好
記
録
を

残
し
た
。

　
中
距
離
は
ケ
ニ
ア
の
31
歳

フ
ェ
イ
ス
・
キ
ピ
エ
ゴ
ン
が

圧
倒
的
に
強
く
、
五
輪
１
５

０
０
メ
ー
ト
ル
で
は
リ
オ
、

東
京
、
パ
リ
の
３
大
会
連
続

金
メ
ダ
ル
。
昨
年
７
月
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
ー
グ
パ
リ
大

会
で
は
３
分
49
秒
04
の
世
界

新
記
録
を
樹
立
し
て
い
る
。

　
す
る
と
田
中
は
、「
ど
う

す
れ
ば
強
く
な
る
の
か
」
と

考
え
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

が
集
ま
る
ケ
ニ
ア
に
何
度
も

足
を
運
び
一
緒
に
合
宿
し
て

い
る
。
勝
敗
を
左
右
す
る
駆

け
引
き
を
学
ぶ
た
め
だ
。

　
成
果
は
す
で
に
表
れ
て
お

り
、
今
年
に
入
っ
て
ア
メ
リ

カ
で
女
子
１
マ
イ
ル
、
女
子

３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
、
女
子

５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
て
日
本
記

録
を
塗
り
替
え
て
い
る
。

　
９
月
の
世
界
陸
上
で
の
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

三
山
典
央
）

日
本
女
子
中
距

離
界
の
エ
ー
ス

田
中
希
実
は
考
え
る
ア
ス
リ
ー
ト

た
と
し
て
も
、
こ
こ
で
学
ん
だ

ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
の
精
神
を
思
い

出
し
、
前
を
向
い
て
ほ
し
い
。

失
敗
し
て
落
ち
込
ん
だ
と
き
は

周
り
を
頼
る
の
が
良
い
。
こ
こ

に
は
共
に
学
び
共
に
笑
っ
た
仲

間
が
い
る
。
こ
れ
か
ら
出
会
う

仲
間
も
い
る
。
見
守
っ
て
く
れ

る
家
族
、
我
々
教
職
員
も
い

る
。
皆
さ
ん
の
仕
事
は
必
ず
誰

か
の
役
に
立
つ
。
誠
意
を
も
っ

て
人
々
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

す
こ
と
を
願
う
。
入
学
式
の
日

に
『
人
の
役
に
立
ち
た
い
』
と

い
う
気
持
ち
を
心
の
中
に
灯
し

て
、
と
申
し
上
げ
た
。
見
る
こ

と
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
人
、

眼
に
関
し
て
不
安
を
抱
え
て
い

る
人
は
大
勢
い
る
。
お
話
し
を

よ
く
お
聞
き
し
、
一
緒
に
そ
の

解
決
法
を
見
つ
け
て
あ
げ
て
下

さ
い
。
き
っ
と『
あ
り
が
と
う
』

と
心
を
込
め
て
言
っ
て
く
れ
る

は
ず
。
そ
れ
が
皆
さ
ん
の
や
り

が
い
と
な
り
、
専
門
家
と
し
て

重
要
な
人
間
性
を
開
花
さ
せ
て

く
れ
る
。
卒
業
し
て
も
『
人
の

役
に
立
ち
た
い
』
と
い
う
明
か

り
は
決
し
て
消
さ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
し
た
。

　
さ
ら
に
「
皆
さ
ん
は
、
極
め

て
専
門
性
の
高
い
ビ
ジ
ョ
ン
に

関
わ
る
知
識
や
技
能
を
教
育
す

る
キ
ク
チ
眼
鏡
専
門
学
校
を
卒

業
し
た
と
い
う
誇
り
を
持
っ

て
、
慌
て
ず
皆
さ
ん
の
人
生
を

し
っ
か
り
と
歩
ん
で
ほ
し
い
。

最
後
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
れ
ば

一
番
良
い
。
皆
さ
ん
の
健
康
と

幸
せ
を
心
よ
り
お
祈
り
す
る
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
式
辞
に
続
い
て
、
伊
藤
校
長

　
㈱
パ
リ
ミ
キ（
東
京
都
港
区
、

恒
吉
裕
司
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、
５
月
６
日
ま
で
「
春
の
視

界
チ
ェ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
全
国
の
パ
リ
ミ
キ
・OPTI

QUE PARIS M
IKI

店
舗
で

開
催
し
て
い
る
。 	

　
■
パ
リ
ミ
キ
だ
け
の
【
最
適

視
界
】
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
　

Personal Direction

　
同
社
で
は
単
に
視
力
を
上
げ

る
の
で
は
な
く
、
生
活
の
そ
れ

ぞ
れ
の
シ
ー
ン
に
適
し
た
見
え

方
【
最
適
視
界
】
で
暮
ら
す
と

い
う
考
え
方
を
す
す
め
て
い

る
。

　
一
人
ひ
と
り
の
生
活
シ
ー
ン

に
合
わ
せ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
対

応
型
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
【Pers

onal Direction

（
パ
ー
ソ
ナ

ル
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
）】
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
視
界
の
距

離
を
測
定
し
〝
あ
な
た
だ
け
の

レ
ン
ズ
〟
を
提
案
し
て
い
る
。

　
■
メ
ガ
ネ
２
本
同
時
購
入
で

10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
！

　
メ
ガ
ネ
２
本
同
時
購
入
で
10

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
開
催
！
２
本
目
は
フ
レ
ー

ム
、
レ
ン
ズ
の
み
、
サ
ン
グ
ラ

ス
も
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
対
象
と
な

る
。

　日本眼鏡学会（魚里博理事長）で
は第２９回年次セミナーを、５月
２１日に岡山市のオルガホールワー
ルドオプティカルカレッジとの共催
で開催する。

　セミナーのメインテーマは「生活
とメガネ」。セミナーは一般演題（口
演、ポスター発表）、眼鏡レンズメ
ーカー２社によるランチョンセミナ
ー、３題の講演を行う予定。

か
ら
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
学
生

表
彰
で
は
、
愛
知
県
知
事
賞
に

長
谷
川
夕
桃
（
は
せ
が
わ
こ
も

も
）
さ
ん
、
職
業
教
育
・
キ
ャ

リ
ア
教
育
財
団
理
事
長
賞
に
寺

田
琴
音
（
て
ら
だ
こ
と
ね
）
さ

ん
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
た
。
祝

電
披
露
が
あ
り
、
閉
式
の
辞
で

卒
業
式
を
終
了
し
た
。

な
ど
卒
業
ま
で
本
当
に
よ
く
努

力
し
て
く
れ
た
。
お
子
様
に

『
よ
く
頑
張
っ
た
ね
』
と
一
言

か
け
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
を
気

に
せ
ず
、
卒
業
式
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
、
皆
さ
ん
の
晴
れ
や
か

な
表
情
を
こ
う
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
本
当
に
嬉
し

い
。
こ
こ
で
の
勉
強
は
終
わ
っ

た
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

社
会
に
出
る
こ
れ
か
ら
が
本
当

の
勉
強
の
始
ま
り
。
最
初
か
ら

う
ま
く
で
き
る
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
何
か
し
ら
失
敗
す
る

の
が
普
通
。
自
分
の
仕
事
が
思

う
よ
う
な
結
果
に
な
ら
な
か
っ

　
キ
ク
チ
眼
鏡
専
門
学
校
（
伊

藤
克
也
校
長
）
の
令
和
６
年
度

卒
業
式
は
、
３
月
19
日
、
名
古

屋
市
東
区
の
同
校
で
行
わ
れ
、

８
人
が
晴
れ
て
社
会
へ
と
巣
立

っ
た
。

　
式
は
、
開
式
の
辞
、
君
が
代

静
聴
に
続
い
て
、
伊
藤
校
長
が

次
の
よ
う
に
式
辞
を
述
べ
た
。

　「
卒
業
お
め
で
と
う
。
今
日

は
卒
業
生
に
と
っ
て
大
き
な
節

目
の
日
。
今
ま
で
見
守
っ
て
く

れ
た
家
族
に
ぜ
ひ
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
て
ほ
し
い
。
保
護
者

の
皆
様
、
学
生
は
学
業
は
も
と

よ
り
学
生
会
行
事
の
企
画
運

営
・
後
輩
の
指
導
・
自
由
研
究

５
月
６
日
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

視
界
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

春
の
視
界
チ
ェ
ッ
ク

パリミキ

伊
藤
校
長
か
ら
巣
立
つ
８
人
に
祝
辞

キ
ク
チ
眼
鏡
専
門
学
校
卒
業
式

第２９回 日本眼鏡学会年次セミナー第２９回 日本眼鏡学会年次セミナー日本眼鏡学会年次セミナー

卒業式で祝辞を述べる伊藤校長

卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡された

社会に出るこれからが本当の勉強社会に出るこれからが本当の勉強

春
の
視
界
チ
ェ
ッ
ク

ビジョンケア精神胸にビジョンケア精神胸に
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カ
ス
を
東
南
ア
ジ
ア
へ
置
く
方

針
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
同

社
の
製
品
販
売
や
顧
客
支
援
等

が
主
な
事
業
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
に
お
け
る

タ
イ
の
重
要
度
は
増
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
現
地
で

の
営
業
活
動
に
注
力
し
て
い

く
。

②
イ
ン
ド
の
海
外
子
会
社

　
イ
ン
ド
国
内
代
理
店
へ
の
販

売
等
を
事
業
内
容
と
す
る
子
会

社
が
４
月
よ
り
稼
働
開
始
予
定

で
あ
る
。
昨
年
６
月
か
ら
３
カ

月
間
、
イ
ン
ド
政
府
か
ら
の
金

製
品
の
輸
入
が
禁
止
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
う
市
場
保
護
や
国
内

需
要
へ
の
対
応
、
地
金
管
理
等

を
目
的
と
し
て
お
り
、
イ
ン
ド

国
内
市
場
へ
の
拡
販
を
ね
ら

う
。

　
そ
の
後
、
土
橋
社
長
が
新

商
品
やDaancing Stone

に

次
ぐ
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
述

べ
「
次
回
の
決
算
説
明
会
に
お

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
商
品

を
お
見
せ
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
利
益
率
も
高
い
も
の
で
あ

り
、
完
成
品
と
な
る
。
期
待
し

て
い
た
だ
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　
最
後
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
後
、
説
明
会
は
終
了
し
た
。

　
初
め
に
山
口
毅
取
締
役
よ
り

決
算
概
要
が
述
べ
ら
れ
、
国
内

の
売
上
高
が
堅
調
に
推
移
し
、

黒
字
化
が
達
成
さ
れ
た
と
し

た
。
要
因
に
つ
い
て
山
口
氏
は

　
㈱
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
（
山
梨
県

甲
府
市
、
土
橋
秀
位
代
表
取
締

役
社
長
）
は
３
月
19
日
（
水
）、

２
０
２
５
年
７
月
期
第
２
四
半

期
決
算
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
た
。
当
初
は
リ
ア
ル

で
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
悪
天
候
に
伴
い
オ
ン
ラ
イ

ン
の
み
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

　
㈱
パ
ー
ル
（
東
京
都
江
東
区
、
尾
島
ほ
の
か
、

尾
島
清
澄
代
表
取
締
役
）
は
、
こ
の
ほ
ど
新
商
品

を
多
数
掲
載
し
た
小
冊
子
を
発
行
し
た
。
さ
ら
に

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
新
商
品
２
種
も
発
売
し
た
。

　
小
冊
子
は
、
パ
ー
ル 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン Vol.1

。

　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
眼
鏡
技
能
士
に
関
連
す
る
店
舗

販
促
品
（
の
ぼ
り
・
横
断
幕
・
ミ
ニ
の
ぼ
り
）
と

メ
ガ
ネ
型
カ
ー
ド
ク
リ
ッ
プM

EGA-CLI

レ
ギ

ュ
ラ
ー
セ
ッ
ト
。

　時計バンドメーカー・㈱バンビ
（東京都台東区、舘林秀朗代表取
締役）は、創業 95 周年を迎えた。
　【創業 95周年の挨拶】
　平素より格別のご愛顧を賜り、
誠にありがとうございます。
　弊社はおかげさまで創業 95 周
年を迎えることができました。
　１９３０年の創業以来、時計バ
ンドの専門メーカーとして、時代
の変化とともに進化を続け、最高
品質の製品をお届けすることを使
命としてまいりました。
　これもひとえに、長年支えてく

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

⻄
東
京
市
）
は
、
機
能
と
実
用

性
を
兼
ね
備
え
た
モ
ダ
ン
・
ス

ポ
ー
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
機
械

式
時
計
ブ
ラ
ン
ド
『
シ
チ
ズ

ン 

シ
リ
ー
ズ
エ
イ
ト
の870 

M
echanical 

か
ら
、
イ
タ
リ

ア
の
熱
い
情
熱
と
ク
ラ
フ
ト
マ

ン
シ
ッ
プ
を
持
つ
ク
ル
マ「AB

ARTH

」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
モ
デ
ル
【
希
望
小
売
価
格

25
万
３
０
０
０
円
（
税
抜
価
格 

23
万
円
）、
限
定
１
５
０
本
】

を
４
月
10
日
に
発
売
す
る
。 

　
蠍
の
エ
ン
ブ
レ
ム
（
ス
コ
ー

ピ
オ
ン
）
で
名
高
い
イ
タ
リ
ア

の
熱
い
情
熱
と
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

シ
ッ
プ
を
持
つ
ク
ル
マ
「
ア
バ

ル
ト
」
と
、
伝
統
的
な
機
械
式

時
計
を
モ
ダ
ン
に
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
す
る
『
シ
リ
ー
ズ
エ
イ
ト
』

は
、
ル
ー
ツ
を

継
承
し
な
が

ら
、
現
代
に
ふ

さ
わ
し
い
実
用

性
は
押
さ
え
、

し
か
も
エ
モ
ー

シ
ョ
ナ
ル
で
あ

る
と
い
う
共
通

点
を
持
つ
。
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
は
、

２
体
構
造
の
ベ

ゼ
ル
が
際
⽴
つ

重
厚
感
の
あ
る

ソ
リ
ッ
ド
な
ケ

ー
ス
デ
ザ
イ
ン

に
、
高
精
度
ム

ー
ブ
メ
ン
ト

Caliber 0950 

を
搭
載
す
る

『
シ
リ
ー
ズ
エ
イ
ト
』870 M

e
chanical 

か
ら
登
場
。
リ
ア
ル

カ
ー
ボ
ン
を
使
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク

の
文
字
板
と
ダ
ー
ク
グ
レ
ー
で

引
き
締
め
た
ケ
ー
ス
と
バ
ン
ド

を
組
み
あ
わ
せ
ス
タ
イ
リ
ッ
シ

ュ
な
テ
イ
ス
ト
を
強
調
。
メ
ー

タ
ー
を
想
起
さ
せ
る
赤
い
セ
コ

ン
ド
マ
ー
カ
ー
と
赤
い
秒
針
、

６
時
位
置
に
配
置
し
た
ス
コ
ー

ピ
オ
ン
が
躍
動
感
を
演
出
す

る
。 

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
と
い
っ
た
磁
⼒
を
発
生
す

る
デ
バ
イ
ス
に
１
㎝
ま
で
近
づ

け
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
性

能
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
２
種
耐
磁
」
を
備
え
た
機
械

式
ム
ー
ブ
メ
ン
トCal.0950

を
搭
載
し
て
い
る
。
平
均
日
差

－
５
〜
＋
10
秒
の
高
い
性
能
。

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
内
藤
昭
男
代
表

取
締
役
社
長
）
は
、〈
グ
ラ
ン

ド
セ
イ
コ
ー
〉
よ
り
、W

atc
hes and W

onders Geneva 
2025

で
発
表
さ
れ
る
３
モ
デ

ル
の
新
商
品
が
登
場
す
る
。
そ

の
内
の
２
本
を
紹
介
す
る
。

　「
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
９
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
、
年
差
±

20
秒
の
高
精
度
を
実
現
し
た

ス
プ
リ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ
・
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
「
キ
ャ
リ
バ
ー

9RB2

」
を
搭
載
す
る
限
定
モ

デ
ル
と
レ
ギ
ュ
ラ
ー
モ
デ
ル
を

各
１
種
。
い
ず
れ
も
６
月
６
日

発
売
予
定
で
、
限
定
モ
デ
ル
の

希
望
小
売
価
格
は
５
５
０
万
円

（
税
込
）、
全
世
界
80
本
限
定
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
モ
デ
ル
の
希
望
小

売
価
格
は
１
５
１
万
８
０
０
０

円
（
税
込
）。

　
ぜ
ん
ま
い
駆
動
式
の
腕
時
計

と
し
て
は
世
界
最
高
の
年
差
±

20
秒
と
い
う
高
精
度
を
実
現
し

た
「
ス
プ
リ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ 

U.F.A.

（Ultra Fine Acc
uracy

）」
を
発
表
、
搭
載
。
水

晶
振
動
子
を
、
新
設
計
の
Ｉ
Ｃ

と
と
も
に
真
空
に
密
封
し
、
温

度
、
湿
度
、
静
電
気
、
光
な
ど

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
で
、
こ
の
高
精
度
が
実
現
し

た
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
、
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
を
代

表
す
る
メ
カ
ニ
カ
ル
ク
ロ
ノ
グ

ラ
フ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
「 

テ
ン

タ
グ
ラ
フ
」
を
搭
載
し
た
ウ
オ

ッ
チ
、
８
月
８
日
発
売
予
定
、

希
望
小
売
価
格
は
２
３
１
万
円

（
税
込
）。

　
ブ
ラ
ン
ド
を
象
徴
す
る
獅
子

の
威
風
堂
々
と
し
た
姿
を
デ
ザ

イ
ン
ソ
ー
ス
と
し
た
機
械
式
ク

ロ
ノ
グ
ラ
フ
で
獅
子
の
力
強
い

爪
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
金
属
の

塊
を
削
ぎ
落
と
し
た
か
の
よ
う

な
、
大
胆
な
造
形
と
す
る
と
と

も
に
、
ま
る
で
獅
子
が
腕
を
し

っ
か
り
つ
か
ん
で
い
る
よ
う
な

形
状
に
仕
上
げ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
金
属
の
表
情
を
よ
り
際
立

た
せ
る
ヘ
ア
ラ
イ
ン
仕
上
げ
が

爪
の
鋭
さ
を
強
調
し
、
ケ
ー
ス

フ
ォ
ル
ム
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
。

　
東
京
眼
鏡
専
門
学
校
（
魚
里

博
校
長
、
風
早
昭
正
理
事
長
）

は
、
４
月
２
日
に
、
同
校
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
で
２
０
２
５
年
度

入
学
式
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
の
入
学
生
は
、
全
日

制
第
一
眼
鏡
学
科
５
人
、
第
二

眼
鏡
学
科
４
人
、
通
信
教
育
春

期
コ
ー
ス
15
人
、
昨
年
10
月
入

学
の
秋
期
コ
ー
ス
27
人
の
合
計

51
人
と
な
っ
た
。

　
式
で
は
、
最
初
に
魚
里
校
長

が
新
入
生
に
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
こ
と
と
し
て
「
大
谷
翔
平
選

手
の
幼
少
の
頃
か
ら
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
持
ち
、
科
学
的
な

目
標
設
定
」
と
し
「
近
年
は
、

近
視
の
人
た
ち
も
増
加
し
メ
ガ

ネ
業
界
は
今
後
も
有
望
な
業
種

で
す
。
本
校
は
、
メ
ガ
ネ
業
界

で
活
躍
す
る
準
備
期
間
で
、
充

実
し
た
教
育
支
援
を
行
い
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
風
早
理
事
長
は
「
高

年
齢
層
の
増
加
、
そ
し
て
若
年

齢
層
の
近
視
率
の
増
加
に
よ

り
、
眼
鏡
業
界
は
拡
大
し
て
い

る
。
皆
さ
ん
は
長
い
人
生
の
中

で
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
、
待
遇
の

い
い
職
種
を
選
ん
で
い
る
。
ぜ

ひ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　
来
賓
・
理
事
紹
介
に
続
い

て
、
来
賓
祝
辞
が
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
㈱

ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
部
門
・
ジ
ャ
パ

ン
リ
ー
ジ
ョ
ン
エ
リ
ア
営
業
部

長
の
益
田
洋
平
氏
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
益
田
氏
は
祝
福
の
言

葉
と
と
も
に
「
見
え
づ
ら
い
人

に
メ
ガ
ネ
を
届
け
る
だ
け
で
な

く
、
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
な

ど
社
会
的
責
任
を
持
つ
こ
と
と

な
る
。
生
活
背
景
や
悩
み
を
理

解
し
た
メ
ガ
ネ
を
提
供
で
き
る

こ
と
は
力
で
あ
り
、
人
生
に
寄

り
添
う
仕
事
で
あ
る
。
誇
り
と

責
任
を
胸
に
刻
む
よ
う
に
、
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
激
励
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
祝
電
が
披
露
さ

れ
、
我
妻
ま
な
み
さ
ん
が
新
入

生
の
誓
い
、
野
澤
一
財
さ
ん
が

在
校
生
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ

て
閉
会
と
な
っ
た
。

バ
ン
ビ
創
業
95
周
年
迎
え
感
謝
の
挨
拶

ださったお客様、取引先の皆様、そして
すべての関係者のご支援の賜物と、心よ
り感謝申し上げます。
　これからも「ものづくり」の精神を大
切にしながら、新たな価値を創造し、皆
様に愛されるブランドであり続けるた
め、さらなる品質向上と挑戦を続けてま
いります。
　今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。

３
モ
デ
ル
の
新
商
品
登
場
２
本
紹
介

タイとインドの海外子会社化

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

７
月
期
第
２
四
半
期
決
算
説
明
会

シ
チ
ズ
ン 

シ
リ
ー
ズ
エ
イ
ト

ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
黒
字
化

「
展
示
会
等
に
お
け
る
ラ
イ
ブ

コ
マ
ー
ス
、
既
存
顧
客
へ
の
企

画
提
案
に
よ
る
受
注
の
増
加
」

と
説
明
し
た
。

　
次
に
今
後
の
成
長
戦
略
に
つ

い
て
、
内
藤
彰
彦
取
締
役
副
社

長
が
２
つ
の
ト
ピ
ッ

ク
を
挙
げ
説
明
し

た
。

①
タ
イ
の
海
外
子
会

社　
昨
年
12
月
か
ら
タ

イ
で
の
子
会
社
が
稼

働
を
開
始
し
た
。
同

社
の
市
場
の
フ
ォ
ー

志を抱き眼鏡業界へ感激の第１歩

東京眼鏡専門学校

魚里校長 益田洋平氏 風早理事長 我妻まなみさんが新入生の誓い

展示会ライブコマースと
既存顧客への企画提案で 受注増
展示会ライブコマースと
既存顧客への企画提案で

エボリューション９コレクショ
ンからキャリバー 9RB2の限定
モデルと他１本

スポーツコレクションからテン
タグラフ搭載ウオッチ８月発売

Watches and Wonders Geneva 2025 で発表

グランド
セイコー

パ
ー
ル ピックアップ新商品２種も発売

新商品多数掲載の小冊子発行新商品多数掲載の小冊子発行

蠍（さそり）エンブレムの
ＡＢＡＲＴＨとのコラボ

受注増

今後の成長戦略

のぼり メガネ型カードクリップセット

◀オンライン説明会の様子

５１人が入学
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